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研究内容 

 

「半導体センサ技術を活用した革新的 新型コロナウイルス検査機器の開発」 
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開発目的（ 社会的・ 医療的な必要性など） ：
本研究では新型コロナウイルス感染症（ COVID-19） の診断のための簡易迅速検査となり う るセンサ機器
の実証を行う ことを目的とする。 感染疑いの患者をCOVID-19患者とそれ以外に迅速かつ高い感度・ 特異度
で判別できる検査機器の開発を行う 。

開発する機器・ システムの概要：
• 半導体センサ技術を活⽤したウイルス検査機器

本機器は新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）のスパイクタンパク質を抗原とし、アプタマーと結合させ(Song et al., 2020他）、結合せず
残ったアプタマー量を半導体センサで電気信号として検出することを特徴とし、短時間での感染有無の判断が期待できる。本技術を実⽤化できれ
ばCOVID-19への対応で逼迫する医療環境の改善に⼤きく貢献できるとともに、将来的には他の疾病にも拡張可能である。例えば間質性肺を
引き起こす、マイコプラズマニューモニエ、インフルエンザウイルス、ヒトコロナウイルス、新型コロナウイルス、アデノウイルス等を短時間で判別検出する
ことが可能になり、早期発⾒・早期治療、さらには感染制御にも貢献できる。
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